
☑

☐

☐

☑ 環境
☐

☐

☐

☑

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

☑

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境

年齢性別を問わない中途採用の実施をしている。
目標通りに達成できた。

中途採用実施の有無
現在実施中
２０２０年実施→
２０２３年実施

２０２３年度実施
社会

経済

環境
小川の雑草狩り、川底のゴミや砂利の清掃を実施
し生物が住み良い環境を整えている。
目標通りに達成できた。

半年に１回の清掃実施
２０２０年実施→
２０２３年実施

２０２３年度実施社会

経済

環境 生ごみを減らす為に無駄な仕入れをせず、余った
材料等も有効活用している。
買い出しが重複した食材も廃棄せず有効活用し
ている。
内容　サラダ用のトマトを多く買った場合、ランチ
に使用するソースとして活用した。
廃棄量も抑えることができたので、目標通りに達
成できた。

食材廃棄量（年間）
２０２０年１.５ｔ→
２０２３年１ｔ

食材廃棄量（年間）
２０２３年０.９６ｔ

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

食の安心安全に向け、自社と消費者生産者との間に信頼関係を構築すると共に、従業員に対しても働き
やすい職場環境の整備を図る。

環境

生ごみを減らす為に食品を最大限活用している。
食材廃棄量（年間）
２０２３年度0.96ｔ→２０２６年度０．
８ｔ

社会

経済

近隣の小川の清掃を行い、生物が住み良い環境を整えて
いる。

小川清掃実施回数（年間）
２０２３年度２回→２０２６年度４回

社会

経済

環境

年齢性別を問わない中途採用の実施。
中途採用の実施の有無
現在実施中
２０２３年度１名→２０２６年度２名

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 有限会社ナポレオン

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

安心安全な食を提供し、消費者生産者が満足かつ、利益を最大化されるよう事業を推進すると共に、客
観性透明性の良い経営をする事で、地域に根付いた持続可能な食に貢献する企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


